
荒尾こころの郷病院 

基本理念 

1.思いやり医療 

常に思いやりの心を忘れ

ず、患者様中心の医療を行

います。 

2.トータルケア 

地域・家庭・病院が一体とな

って、総合的で一貫したケ

アを行います。 

3.チーム医療 

医療・保健・福祉が連携し

て、チーム医療を行います。 
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情情報報局局  
 

 

 
医療法人洗心会 

荒尾こころの郷病院 

令和 2年 3月発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

新年が明け、あっとい

う間に３月を迎えまし

た。この季節はインフル

エンザ、花粉症、そして

問題の新型コロナウイル

スとまだまだ流行する

中、店頭では“マスク入

荷待ち”の状況です。皆

さん大変ですよね！！ 

 先日、ある TV 番組で

お医者さんが言っていま

した。マスク、手洗いも

大事だけれど、一番の予

防は“しっかり食べてし

っかり休んで抵抗力を日

頃から蓄えておくこと”

だそうです。皆さんもし

っかり予防して元気に過

ごしましょうね。 

 

 

  認知症治療病棟では、毎日生活機能回復訓練で集団活動と個別活

動を実施しています。一昨年 9月より、作業療法士が 2名体制になり、

以前よりも増して個別的な活動が提供でき、患者様にもより充実した

１日を送っていただけるようになりました。 

今年は、2回目の東京オリンピック開催年。1968年の東京オリンピ

ックの頃の話に花を咲かせている患者様も多くいらっしゃいます。そ

んな患者様と一緒に今年のエンブレムを作成しました。みんなで東京

オリンピックを楽しみにしています。 
 

 

令和 2 年 2 月 3 日（月）デイケアにて節分を行いました。ねずみ

年生まれの年男年女は 5 名の方がおられ、今年の抱負を話していた

だきました。スタッフ扮する赤鬼と青鬼が元気よく登場すると、メ

ンバーさんから歓声が上がり、年男年女の方を中心に豆まきを開始

しました。鬼を払った後は、皆で西南西を向いて恵方巻をいただき

ました。その後、成田山大勝寺のご住職が来院され、初めてデイケ

ア内で豆まきをしていただきました。裃姿に正装した 5 人のメンバ

ーさんだけでなく、参加された方全員にご祈祷していただけたので、

いつもと違う特別な節分になりました。ご住職より成田山では「鬼

は外」とは言わないと教えていただき、「福は内」の掛け声が楽しそ

うに響いた豆まきでした。参加されたメンバーさんからは「また来

年も来てほしい」との声が聞かれていました。                   
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荒尾こころの郷病院 

TEL：0968-62-0657 

HP ：http://senshinkai.or.jp/kokoro 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10 月 1 日より給食の業務委託会社が西日本フードサービスに

変わりました。企業食堂の運営、学校給食や医療福祉施設での食事の提供

など「美味しく。楽しく。健やかに。」をモットーに多岐にわたる分野で

「食」をお届けしております。病状などによって、使用できる調味料や分

量が限られた条件の中でも、バランスの良い美味しい食事にこだわり、常

に患者様サービスの向上を目指してまいります。 

また、入院生活の中で食事を楽しみにしていただける 

るよう、行事食や季節の食材を取り入れ安心安全の食事 

を提供していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
････････広報委員のつぶやき・･･・・･･･ 

 冬の寒さが日に日に和らぎ、外に出るとふと背中

に当たる日差しの暖かさに、体がホッとします。い

よいよ、待ちに待った春がやってきました。毎年、

春になると気持ちがワクワクしますね！私は桜の花

が大好きで、毎年大牟田の延命公園へ花見に行って

います。満開の桜の木の下で食べると、なぜかおい

しくておいしくて・・（笑）桜には何かパワーがある

ような気がします。昔は、桜の咲き方でその年の農

作物のできを占っていそうです。長い冬を乗り越え

て、華やかに美しく咲く桜には、昔は今も日本人の

心を魅了する力があるようですね！今年も美しい

「桜」が咲きますように！ 

 

令和 2年 2月 22日(土)に、当院において第 34回 院内看護、コ・

メディカル研究発表会が開催されました。今年は 8 例の研究が発表

され、私も入職後初めて研究発表をさせていただきました。発表前

から緊張し、発表時には心臓のドキドキはピークに達していました。

そんな中でもフロアの皆様が熱心に発表を聞いてくださっていたこ

とは不思議と伝わり、発表後には時間がなくてできなかった質問を

いただけることもありました。皆様から良い反応をいただけたこと

で「これまで頑張ってきてよかったな」と感じることができ、とて

も良い経験をさせていただきました。また特別講演では、濱﨑健二

先生から、『気分障害について』という演題でご講演いただきました。

うつ病の患者様との関わり方を具体的に学ぶ良い機会となりました

ので、これからの臨床に役立たせていただきたいと思います。 
 

 

 

～患者さまの権利と責任～ 
患者さまの権利 

１：良質な医療を受ける権利 

２：選択の自由の権利 

３：自己決定の権利 

４：説明を受ける権利 

５：情報の開示を求める権利 

６：プライバシーの保護と秘密を保持される権利 

７：尊厳を得る権利 

 

患者さまの責任 

１：治療を受けられる患者さまとして、正確なご自身の精神的・身体

的・社会的な情報を医師に伝えていただく責任があります。 

２：患者さまご自身が医療へ参加していただく責任があります。 

３：他の患者さまの診療に支障を与えない配慮をしていただく責任が

あります。 

次回は 5月号 

（広報委員会発行）掲載期間：～Ｒ2.4.30 

 

http://senshinkai.or.jp/kokoro

